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論文の内容の要旨
　統計的推定において，線形回帰モデルにおける回帰係数の推定問題は重要である。しかし，2つの回帰係
数の比の推定は一般に容易ではない。それは，自然な比推定量もやはり比の形で表現されるが，標本が得ら
れる母集団分布の密度関数によっては，その推定量の分母の振舞いが問題になり，また，比推定量は偏りを
もつ点等も挙げられる。他方，比推定量の分布の近似が得られれば，パーセント点の近似もできて，」区問推
定，検定において有用になる。
　本論文では，まず，上記のことを踏まえて，偏りを削減するためにジャックナイフ推定量を作り，推定量
のあるクラスにおいて，それが分散を最小にするという意味で，最適であることを示した。また，一般化固
有値問題において確率変数を含む固有値のモー一メントの近似とその応用も行った。
（1）ジャックナイフ推定量の最小分散性。大きさΩの無作為標本を大きさ㎜のg個のグループに分けて，
　各j＝五，…，gについて，j番目のグループを除いた残りのグループの標本平均による比によって作った
　比推定量をr（j）とし，全標本の平均による比推定量をRとして，r（j）（j・・1，…，g）およびRの荷
　重推定量のクラスをCとする。ジャックナイフ推定量はCに属し，その申で最小漸近分散をもつことを
　示した。また，2つの回帰係数の最小2乗推定量の比による推定量も考え，これらの推定量の平均2乗誤
　差による漸近的比較を行った。さらに，比推定量を最小2乗推定量を用いて偏り修正した推定量の平均2
　乗誤差を求め，元の比推定量より良くなることを示した。
（1i）比推定量の分布の高次の漸近近似。比推定量に関する不等式を漸近正規分布に従う統計量の線形結合に
　関する不等式に変えて，その線形結合の3次，4次のキュムラントを漸近的に求め，固geworth展開を用
　いて，比推定量の分布を漸近的に高次のオーダーまで求めた。さらに，Com1sh－Fisher展開を用いて，比
　推定量の分布のパーセント点も得た。
（批）確率変数を含む固有値でのモーメントの近似とその応用。一般化固有値問題においてパラメータが確率
　変数を含む場合に，固有値の平均，分散を求めた。そして，実際に水平成層媒質中を伝わるS彼の弾性
　波動方程式を数値的に解くために有限要素法用いて離散化を行い，その良さを数値的観点から確認した。
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審査の結果の要旨
　統計的推定論において，線形回帰モデルの2つの回帰係数の比の推定量としてジャックナイフ推定量を
提案し，推定量のあるクラスの中で最小分散をもつことを示し，また，比推定量の分布の高次近似を求めた。
また，確率変数を含む固有値問題でのモーメントの近似とその応用も行った。これらは数理統計学の分野へ
の理論的貢献と認められ，そして実際問題への応用の面からも有用であることとして高く評価される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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